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災害ダッシュボードによる
スマートで強靭なまちづくり
～首都直下地震を想定した災害情報を共有する実証実験～
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都市再生安全確保計画（H31.3改定）帰宅困難者・受入施設

● 帰宅困難者数の推定：平日約42,000人 休日：約27,000人 ＠PM３：００

● 受入施設 千代田区との協定締結施設：約８，９００人（全２１棟）（ビル事業者）

その他非公開施設を入れた推計 約２１,４００人
● 大丸有エリア 就業者 約280,000人

①災害対策従事報道・鉄道・ビル事業等を除く企業のBCP要員： 従業員の５－２０％

②リモートワーク可能

③海外・支店で業務継続可能

④エリア就業者の帰宅意思WEB調査

（右図）約半数が帰宅意向
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「災害ダッシュボード2.0」実証実験の意義

■災害時の負傷者搬送（社会課題）
●負傷者が駅舎内に残される
災害時に119番救急要請しても、救急車到着の見込みが立ちにくいと想定。
→ 最寄りの診療施設まで運び、医師・看護師のトリアージや応急救護をしたい。
●負傷者を搬送力が足りない
人力での搬送（担架、車椅子など）には限界がある。→ バスなどの大型車両で搬送したい。

■災害時の周辺情報不足の解消（社会課題）
●駅周辺、道路の混雑が分からないと不安が募る課題
●医療施設・トリアージ場所や負傷者の発生状況分からない課題

大丸有エリアの自助連携≪チームづくり≫
と

官民の情報プラットフォームの構築
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※都市安全確保促進事業を活用

〇官民の情報プラットフォームの構築



大丸有エリアの自助連携 モデル ＜実証実験＞ 6



災害時の帰宅困難者の行動分析＜負傷者発生事例＞ 7

ペルソナ
負傷者の他、乳児と母・外国人ファミリーも実施

思考や
感情

時間軸
~72時間

行動

課題



首都直下地震発生からの想定タイムライン

地震発生
PM２：００

24時間~6時間程度 ~12時間 ~18時間 ~72時間
０

初動対応

応急救護

要配慮者対応

帰宅困難者対応

実証実験シナリオの時間帯
0－6時間程度

鉄道・電力・ガス等インフラ復旧

 建物の安全を確認。
 仮救護所を開設
 帰宅困難者受入施設を開設要請（千代田区→ビル事業者）
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災害時のバスによる負傷者搬送 実証実験シナリオ

■丸ビル
仮救護所

■想定シナリオ
冬の平日、午後２時に東京湾北部を震源とした首都直下地震（M7.3)が発生。気温８度・湿度３５％。晴れ。
千代田区の震度は6強．電力・ガスが、停止。鉄道も停止、非常用発電機始動。
鉄道・商業施設等では、負傷者が発生し、１１９番通報するが、救急隊の到着の見込みが立たない状況。
自助連携し、駅構内から“負傷者”を「聖路加メディローカス」（一部仮救護所経由）へ、バスで搬送する。
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災害ダッシュボード2.0 実証実験 ＜H30年度＞

災害ダッシュボード1.0
トップ画面（WEB) ＜H29年度>

SNS
(open data)

HP-LINK

LIVE
MAPS

LIVE

国土交通省
都市安全確保促進事業を活用
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http://view.classtream.jp/daimaruyu/board2/


災害ダッシュボードにおける情報共有管制の考え方

・
鉄道・ビル事業者

（防災センター・災害対策本部等）

帰宅困難者・就業者など一般在街者

災害対策機関間 情報共有・連携

館内
放送
等施設内誘導

千代田区
災害対策本部

情報共有

仮救護所

帰宅困難者受入施設

災害時の情報階層モデル

災害対策機関レイヤー

一時滞在場所

メディア
＜公共放送・ＮＷなど＞

帰宅困難者レイヤー

負傷者搬送
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災害ダッシュボード
実証実験 VTR

2019.1

12

（１）周辺エリアの状況をワンストップで提供
①政府・自治体・鉄道事業者等からのツィッターのオープンデータを集約
②エリアからのライブ映像（固定カメラ）・・・ 千代田区災害対策本部を追加（官民連携）
③エリア内での巡回中警備、巡回バスからのライブ映像
④エリア事業者限定SNSのやり取り ・・・ （検証用デモ版）
⑤負傷者搬送・仮救護所での活動：負傷者・医師／看護師等の位置把握と一部LIVE連動

（２）電子トリアージタグによる負傷者の識別と位置の把握
■鉄道駅舎等で負傷者発生→（仮救護所等トリアージ経由）

→ 聖路加メディローカスへバスで搬送。
救護要員と負傷者が発信機を携行しているので、地図上で移動状況が分かります。
また、診療所、仮救護所の医師、看護師からもロケーション情報を発信します。

実証実験 ＶＴＲ



ＶＴＲ補足：大手町フィナンシャルシティ
聖路加メディローカス 防災訓練の様子 トリアージ～応急救護
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大手町フィナンシャルシティ
アトリウム

2階診療所内



ＶＴＲ補足：東京駅周辺地図のオープンデータ

屋外電子地図

屋内電子地図
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国土交通省
高精度測位社会プロジェクト

凡例：
灰色：地下通路・広場等
黄土色：地下の店舗・施設等

白抜A:警備員



ＶＴＲ補足：Apple ｉＯＳ の屋内位置測位

「＃ＷＷＤＣ１４ Taking Core Location Indoors」
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https://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=5&ved=2ahUKEwjb0KjwjtbfAhWXM94KHaclCf4QFjAEegQICBAC&url=https://devstreaming-cdn.apple.com/videos/wwdc/2014/708xxvfd08bdof2/708/708_taking_core_location_indoors.pdf?dl%3D1&usg=AOvVaw3qhA1YB-ubzPaWOfG5JqAm


【参考】令和元年の取り組み 16

今後の展望



スマートシティにおける 災害ダッシュボード3.0 17



『災害ダッシュボード3.0』では、大丸有エリアで放送・WEB発信(＋多言語）

「NHK非常災害時緊急放送」と「周辺エリア情報」をミックス。デジタルサイネージ・WEBで放送

16:30 丸ビルの帰宅困難者受入施設開設
16:45 東京国際フォーラム 帰宅困難者受入開始

Twiterへ災害情報発信中＜千代田区＞

エリア災害
情報共有

東京駅
丸の内LIVE

周辺道路
LIVE
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課題オリエンテッドなスマートシティ創り、まちづくりを目指して
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